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いっぱん質問

問　

①
障
が
い
者
雇
用
率

の
水
ま
し
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
が
松
前
町
の
雇
用

率
は
。

②
官
公
庁
で
は
、
障
が
い

者
手
帳
等
の
確
認
規
定
が

無
い
が
、
ど
の
よ
う
に
確

認
し
て
い
る
か
。

③
公
平
、
公
正
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
か
。

答　

和
田
総
務
課
長

①
平
成
30
年
６
月
１
日
現
在

で
松
前
町
の
障
が
い
者
雇
用

率
は
、障
が
い
者
の
雇
用
の

促
進
等
に
関
す
る
法
律
に
規

定
さ
れ
て
い
る
法
定
雇
用

率
の
2.5
％
に
対
し
、町
長
部

局
が
2.75
％
、
教
育
委
員
会
が

3.81
％
で
あ
る
。

②
障
が
い
者
の
確
認
に
つ
い

て
は
、本
町
で
は
身
体
障
が

い
者
の
み
の
た
め
、身
体
障

害
者
手
帳
の
提
示
を
求
め
て
、

障
が
い
の
状
況
を
確
認
し
て

い
る
。

③
障
が
い
者
採
用
試
験
に
よ

り
採
用
し
た
者
に
つ
い
て
は
、

採
用
後
に
記
載
内
容
を
確
認

し
て
い
る
。

　

障
害
者
手
帳
を
根
拠
と
し

て
い
る
の
で
、公
平
か
つ
公

正
な
事
務
手
続
で
あ
る
と
い

え
る
。

問　

ひ
ま
わ
り
栽
培
は
、

耕
作
放
棄
地
対
策
や
、
３

Ｒ
「
環
境
に
や
さ
し
い
松

前
町
」
の
取
組
と
し
て
栽

培
し
、
種
子
か
ら
油
を
搾

り
、
軽
油
に
精
製
し
環
境

に
や
さ
し
い
油
と
し
て
町

の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
に
使
用

し
て
い
る
。
昨
今
で
は
、種

子
の
採
取
は
専
用
コ
ン
バ

イ
ン
で
行
い
っ
て
い
る
が
、

老
朽
化
が
進
み
不
安
が
あ

る
。
こ
の
事
業
の
今
後
の

方
針
は
。

答　

重
松
町
民
課
長

　

町
で
は
、「
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
構
想
」に
基
づ
い
て
、平

成
18
年
度
よ
り「
ひ
ま
わ
り
」

の
種
か
ら
油
を
採
取
し
て
、

食
用
や
燃
料
と
し
て
利
活
用

す
る
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
事
業

を
行
っ
て
い
る
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
推
進
事
業
に

よ
る
ひ
ま
わ
り
の
種
の
搾
油

量
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
29

年
度
ま
で
に
１
６
２
０
リ
ッ

ト
ル
で
、
こ
れ
を
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
に
精
製
し
、

公
用
車
や
ひ
ま
わ
り
バ
ス
に

利
用
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
る
二
酸
化
炭
素

の
排
出
削
減
量
は
、
約
４
ト

ン
に
な
る
。
こ
れ
は
、
１
年

間
に
杉
の
木 

約
285
本
が
吸

収
す
る
二
酸
化
炭
素
の
量
に

相
当
す
る
。

　

こ
の
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
事

業
は
、
愛
媛
県
で
は
松
前
町

だ
け
の
先
進
的
な
事
業
で
あ

る
。

　

農
地
の
保
全
、
景
観
形
成

は
も
と
よ
り
、バ
イ
オ
マ
ス

資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、環
境
負
荷
を

低
減
し
、
地
球
温
暖
化
防
止

に
寄
与
す
る
事
業
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
町
の
環
境
政
策
の

シ
ン
ボ
ル
的
な
事
業
で
あ
る

こ
と
か
ら
、今
後
も
継
続
す

る
。

松
前
町
の
障
が
い
者
雇
用
率
に
つ
い
て

町
花
ひ
ま
わ
り
栽
培
、今
後
の
方
針
は

加藤　博德　議員 中川原で栽培しているひまわり


